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2　Michèle Lalonde, Speak White, l’Hexagone, 1974（Nightshade Press, 1990）.　ミシェル・ラロンド （1937
年〜） がこの詩を創作したのは 1968 年だが、1970 年 3 月 27 日にモントリオールの Théâtre Gesù で開
催されたポエトリー・リーディング La nuit de la poésie で本人によって朗読される。その際のラロン
ド本人による朗読とフランス語テキストは以下の動画サイトで閲覧可能である。Texte et Parole] Speak 
White par Michèle Lalonde, https://www.youtube.com/watch?v=0hsifsVi2po（最終閲覧日：2017 年 1 月
6 日）。また Albert Herring による英訳が以下の URL において公開されている。Speak White by Albert 






























































1967 年のことである。4 月 28 日から 10 月 27 日まで開催されたこの博覧会は、そもそも企画段
階から混乱していたことで有名である。
　カナダ政府としては建国100年を記念して万国博覧会を国内で開催しようとしていた。1867年、
英国議会で英領北アメリカ法（British North America Acts）が成立した。この法案によってア
メリカ合衆国以北の英国の北米植民地に自治権が認められ、連邦制国家となった。それから 100
年である。しかし万国博覧会開催の候補都市をトロントとモントリオールのどちらにするかでカ
ナダの国内政治は混乱する。結果的には、1967 年に都市建設から 325 周年を迎えるモントリオー
ルがカナダ政府案の万国博覧会開催都市として決定された。
　しかしこの 1967 年はカナダ建国 100 年であると同時に、ソビエト連邦成立「十月革命」50 年
でもあった。そのソビエト連邦ではニコライ・ドゥドロフが中心となって 1967 年のモスクワで
















たのである。この万国博覧会のテーマ「人間とその世界 La Terre des Hommes,  The Planet of 
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る。カナダ全州も自由 free である。カナダ人は解放 liberated される必要などはない。それど
ころか何千人ものカナダ人が二度の戦争で命を失ったのは、フランスはじめ、他のヨーロッパ諸














されたのは、ド・ゴール大統領辞任の翌年、1970 年 3 月 27 日のことだった。
　その後、1970 年 10 月にいたってケベックの分離独立運動は「オクトーバー・クライシス」と
7　1967 年のモントリオール万国博覧会については博覧会国際事務局の公式サイト Bureau International 
des Expositions、特に以下のページを参照のこと。EXPO 1967 MONTREAL, http://www.bie-paris.org/
site/en/1967-montreal（最終閲覧日：2017 年 1 月 6 日）。
8　この演説は以下の動画サイトで見ることができる。Vive le Québec libre - De Gaulle, https://www.
youtube.com/watch?v=0l1EYNoHY1A（最終閲覧日：2017 年 1 月 6 日）
9　Michael Gillan, "Words Unacceptable to Canadians: De Gaulle Rebuked by Pearson". The Globe and 





呼ばれる混乱状態に陥る。その中心はケベック解放戦線（Front de Libération du Québec, FLQ, 































11 ケベック解放戦線のマニフェストについては以下を参照のこと。Manifeste du Front de libération du 
Québec,https://biblio.republiquelibre.org/Manifeste_du_Front_de_lib%c3%a9ration_du_Qu%c3%a9bec
（最終閲覧日：2017 年 1 月 6 日）。また日本国政府の公安調査庁による FLQ の「定義」については以下を
参照のこと。公安調査庁によれば「2007 年 1 月には，FLQ の新細胞を名のるグループが，モントリオー
ル西部の英語圏地区を標的として爆弾テロを実行すると脅迫したとされる」とのことである。公安調査
庁公式ページ「ケベック解放戦線（FLQ）」






























州政府への提言として 2008 年にまとめられた。原題は『未来の構築：和解のとき』（Fonder L’AVENIR: 





関連の複数の公式サイトで公開されている。たとえば以下を参照のこと。Fonder l’avenir, le temps de la 
conciliation. Rapport / Gérard Bouchard, Charles Taylor ; Commission de consultation sur les pratiques 
d’accommodement reliées aux différences culturelles, 
https://www.opq.gouv.qc.ca/fileadmin/documents/Commissaire/RCP/RapportBouchardTaylor2008.pdf



























































































　2014 年 9 月 25 日から 11 月 9 日まで、ニューヨークのモルガン・ライブラリー美術館で開催
されたマグワイアの原画展「From Here to Here: Richard McGuire Makes a Book」の紹介文で

















である。Luc Sante, Sunday Book Review: Richard McGuire’s‘Here’, New York Times, Oct. 12, 2015, 
https://www.nytimes.com/2015/10/18/books/review/richard-mcguires-here.html?_r=0（ 最 終 閲 覧 日：
2017 年 1 月 6 日）
16 From Here to Here: Richard McGuire Makes a Book, 
http://www.themorgan.org/exhibitions/From-Here-to-Here（最終閲覧日：2017 年 1 月 6 日）。
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